
豊かな自然と文化の薫る海上空港都市一一一一昭和60年 6月1日 No.l029 

市政だより
-人口の動き

(前月比〉
人口(男) 33. 065 + 246 

(女) 35. 956 + 239 
(計) 69. 021 +485 

世帯数 20.705+ 179 
5月T日現在

cgw(B~@すf)@が8
~鈴田の里学園 (5月24日)~

大村市民生委員協議会南部地区の皆さんが勉強会の一環として 鈴田の里学園で体験学習

入所者から教わりながら なれぬ手つきで野菜そろえや ちょうちん作りに挑戦

作業をすることにより 彼らの能力を理解し語らいの中から仙の交流を深めました

毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所宮間③4111 編集/広報公聴課 印刷 所/ 九州 凸版 刷
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大

村

市

行
財
政
調
査
会
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立で-司圃

戸島市長に答申書を渡す山下会長

で 本 て
あ的わ
る改り
。革

見護
害喜
はそ
緊の
急も
のの
課の
題抜

自
立
、
行
政
コ
ス
ト
の
引
き
下
げ
、

市
民
の
行
政
へ
の
参
加
と
受
益
者
負

担
意
識
の
高
揚
、

特
別
会
計
事
業
の

独
立
鷲
鼻
性
を
確
立
す
る
必
要
が
あ

λ
8
0
 

同
行
財
政
運
営
の

基
本
的
な
在
り
方

競
艇
収
益
を
あ
て
に
し
な
い
健
全

な
財
政
運
営
と
簡
素
・
合
理
化
さ
れ

た
効
率
の
よ
い
行
政
運
営
を
求
め
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
、
本
市
財
政
の

伺
行
財
政
運
営
に

関
す
る
具
体
的
方
策

①
行
政
組
織
の
活
性
化
の
た
め
、
部

・
課

・
係
の
再
編
成

②
職
員
定
数
の
見
直
し
と
定
年
退
職

者
の
当
分
の
聞
の
不
補
充

①
語

与
な
ど
に
つ
い
て
の
国
並
み
是

正
お
よ
び
諸
手
当
の
見
直
し
と
削

減
④
各
種
補
助
金
の
整
理

・
合
理
化
と

受
益
者
負
担
の
原
則
に
よ
る
手
数

料

・
使
用
料
の
適
正
化

⑤
事
務
事
業
の
効
率
的
運
営
の
た
め
、

市
民
会
館
な
ど
の
公
共
施
設
の
管

理
、
学
校
給
食
、
電
話
交
換
、
し

尿
処
理
、
ゴ
ミ
収
集
業
務
な
ど
の

民
間
委
託

⑥
財
産
管
理
の
効
率
化
の
た
め
、
公

用
車
の
削
減
と
市
有
財
産
の
処
分

⑦
福
祉
事
業
の
県
水
準
へ

の
統
一
と

下
水
道
事
業
の
市
財
政
負
担
の
範

囲
内
に
お
け
る
事
業
計
画
の
見
直

T
U
 

③
学
校
用
務
員
と
庁
舎
案
内
業
務
の

見
直
し
と
O
A
化

・
電
算
化
に
よ

る
事
務
の
機
械
化
の
推
進
な
ど

四
企
業
な
ど
の

運
営
に
つ
い
て

①
競
艇
事
業
に
つ
い
て

開
催
臨
時
従
事
員
の
印
歳
定
年
制
、

市
内
民
間
企
業
に
比
べ
優
遇
さ
れ
て

い
る
賃
金

・
手
当
な
ど
の
見
直
し
、

全
国
弘
競
艇
場
で
唯

一
、
機
械
化
さ

れ
て
な
い
窓
口
の
改
昔
主
円
売
上
げ
に

応
じ
た
人
事
配
置
と
民
問
委
託
に
よ

る
従
事
員
の
削
減
、
広
告
宣
伝
費
、

委
託
料
、
旅
費
な
ど
の
大
幅
な
削
減
。

ま
た
、
振
興
策
と
し
て
、
舟
券
の
場

外
発
売
の
た
め
の
対
策
な
ど
。

②
水
道
事
業
に
つ
い
て

検
針
業
務
の
民
間
委
託
に
よ
る
人

員
削
減
と
諸
手
当
の
見
直
し
に
よ
る

経
費
節
減
な
ど
。

③
病
院
に
つ
い
て

赤
字
解
消
の
た
め
の
諸
対
策
と
事

務
の
合
理
化
、
患
者
に
比
べ
て
職
員

が
多
い

こ
と
か
ら
、

医
事
、
給
食
、

清
掃
業
務
な
ど
の
民
問
委
託
に
よ
る

人
員
削
減
、
給
与
・
手
当
な
ど
の
見

直
し
、
材
料
費
な
ど
の
節
減
。

大村へ誘致しましょう

団
議
会
に
つ
い
て

議
員
定
数
な
ど
の
見
直
し
に
よ
る

議
会
の
減
量
化

・
効
率
化

県工業試験場を

答
申
書
に
は
「
行
財
政
の
健
全
化

を
推
進
す
る
た
め
に
、
市
民
、
市
議

会
、
職
員
の
理
解
と
協
力
、が
不
可
欠

で
あ
り
、
市
長
を
は
じ
め
市
の
幹
部

職
員
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
と

不
退
転
の
使
命
感
が
必
要
で
あ
る
」

と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

市
は
、
中
間
お
よ
び
最
終
答
申
を

十
分
尊
重
し
、
実
施
で
き
る
も
の
か

ら
実
行
に
移
す
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進
に
は
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
得
な
け
れ
ば

効
果
の
上
が
ら
な
い
面
も
多
く
あ
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

※みんなの力で
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青
少
年
が
心
身
と
も
に
健
や
か
で
、

た
く
ま
し
さ

・
や
さ
し
さ
を
身
に
つ

け
た
人
間
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
は
、

み
ん
な
の
願
い
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
青
少
年

九

の
非
行
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
非
行
の
原
因
の
一

つ
に
、
青
少
年
に
と
っ
て
有
害
な
図

書
類
が
は
ん
濫
し
、
青
少
年
を
取
り

巻
く
社
会
環
境
の
悪
化
が
大
き
く
か

むおお市政だより(3) 

く催しもの〉

野立て

6月2日(日)・9日旧)、午前11時~午後 5時

桜田の堀(中の島)

カラオケ大会

6月9日(日)、午後 1時'""5時

花しょうぶ園横特設舞台

大村物産まつり「じげもん市J
6月8日(土)・9日(日)、 花しょうぶ園横

大村花まつりプレゼント抽選会

6月9日(日)、午後 5時

花しょうぶ園横特設舞台

か
わ
り
を
も
っ

て
い
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
青
少
年
を
有
害
な

社
会
環
境
か
ら
少
し
で
も
守
る
た
め
、

ま
ず
家
庭
に
あ
る
不
要
に
な

っ
た
有

害
図
書
類
、
は
青
少
年
の
目
が
届
か
ぬ

う
ち
に
焼
却
す
る
か
、
白
ポ
ス
ト
に

投
函
す
る
か
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

白
ポ
ス
ト
は
、
パ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル

・
大
村
駅

・
空
港
に
あ
り
ま
す
。

有
害
図
書
類
と
は
l

雑
誌
、
図
画
、
写
真
、
録
音
テ
ー

プ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
そ
の
他
の
刊

行
物
な
ど
、
そ
の
内
容
が
著
し
く
少

年
の
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
ま
た
は

粗
暴
性
も
し
く
は
残
虐
性
を
助
長
し
、

そ
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
も
の

を
い
い
ま
す
。

昭
和
問
年
度
、
長
崎
鉄
道

公
安
室
管
内
で
の
鉄
道
防
害

は
、
1
0
2
件
で
、
死
者
5

人
、
負
傷
者
6
人
を
出
し、

悲
惨
な
結
果
を
招
い
で
い
ま

す
。

⑨、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

お
願
い

O
踏
切
で
は
、
必
ず
一
時
停

止
を
し
安
全
を
確
認
し
て

屋
内
配
線
電
気
工
事

の
申
し
込
み
は

新
し
く
家
を
建
て
た
り
増

・
改
築

さ
れ
る
と
き
の
電
気
工
事
は
、
最
寄

り
の
電
気
工
事
官
に
相
談
し
て
、
屋

内
工
事
を
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

電
気
工
事
に
つ

い
て
の
九
州
電
力

へ
の
手
続
き
は
、

す
べ
て
電
気
工
事

官、
が
皆
さ
ん
に
か
わ

っ
て
行
い
ま
す
。

知
り
あ
い
の
電
気
工
事
庖
が
な
い

よい予隠線路で潜l'惨い
、~鉄道防害防止運動実施中 「

か
ら
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

O
踏
切
の
前
方
が
混
雑
し
て

い
る
と
き
は、

あ
き
が
出

来
る
ま
で
踏
切
の
手
前
で

待
っ
て
く
だ
さ
い
。

O
踏
切
上
で
の
ギ
ヤ
l
チ
ェ

ン
ジ
は
、
エ
ン

ス
ト
の
原

因
と
な
り
ま
す
の
で
や
め

て
く
だ
さ
い
。

O
踏
切
で
故
障
し
た
と
き
は
、

ま
ず
列
車
を
止
め
る
手
配

を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
鉄
要

心
線
の
皆
さ
ん
へ

お
願
い

O
線
路
内
の
通
行
は
、
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

O
線
路
内
や
、
線
路
近
く
で

遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
も
し
、
遊
ん

で
い
る
子
供
を
見
か
け
た

ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

場
合
は
、
九
電
犬
村
営
業
所

(宮
②

2
1
7
1
)
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご協力 ください)下水道 (工事中ご迷惑をおかけしますが、心で伸ばす※ふれあいの
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接
章
刀
法

O
初
め
て
受
け
る
人

1
週
間

1
2

週
間
の
間
隔
で
2
回
接
種
し
、
翌

b 

を行います

むおおH川H川山11昭和60年 6月 1白 川川川川山川111111川"'川

日本脳炎予防接種目程

実施場所 1回目 2囲目

市 ィ支 所
6月18日 6月25日

萱瀬出張所 (;k) ω 斗

福祉センター

西大村地区
コミュニティセンター 19日 26日

三 浦 出張所 はく) (制

鈴 田 出張所

竹松出張 所 20日 27日

福 重 出張所
(木) (木)

松 原 出張所
21日 28日

中地区公民 館 (釦 後)

年、

1
回
接
種
を
行
い
ま
す
。

O
追
加
免
疫
の
人

毎
年
、

1
回
行
い
ま
す
。

受
け
ら
れ
な
い
人
O
熱
が
あ
る
人
や

栄
養
障
害
の
あ
る
人

O
心
臓
血
管
系
疾
患
、
腎
臓
・
肝
臓

疾
患
の
人

0
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
の
症
状
を

呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人

O
そ
の
ほ
か
予
防
接
種
を
行
う
こ
と

が
不
適
当
な
状
態
に
あ
る
人

持
っ
て
く
る
も
の
母
子
健
康
手
帳

お
願
い
当
日
は
、
必
ず
体
温
を
計

っ
て
き
て
く
、
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

時間: 午後 2 時~3 時

墓
地
の
新
設
に
は

制
限
が
あ
り
ま
す

墓
地
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
宗
教

的
感
情
、
公
衆
衛
生
並
び
に
公
共
福

祉
の
見
地
か
ら
、
墓
地
・
埋
葬
等
に

関
す
る
法
律
に
よ
り
次
の
と
お
り
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

O
墓
地
の
経
営
主
体
は
原
則
と
し
て

市
町
村
と
な
っ
て
い
ま
す
。
や
む

を
得
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
公

共
法
人
ま
た
は
宗
教
法
人
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。

O
墓
地
の
新
設
は
知
事
の
許
可
が
必

要
で
す
。
知
事
の
許
可
が
な
い
も

の
は
墓
地
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
埋

葬
な
ど
出
来
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

この標識のある歩道は自転

車および歩行者専用です。

( 6月9日⑪、市内一斉に空きかん凪収を行います)

刀
自
転
車
暴
走
族
μ

に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か

道路標識などで通行しでもよいことにな っ

ている歩道などは、自転車も人と一緒に通行

することができます。これは“車社会"の中

で、自転車が“弱者"の立場にあるか らです。

しかし、ときには自転車も“強者"の立場

になることがあります。つまり、人対自転車

の関係になった場合です。速く走ろう と思え

ば、ミニバイクの制限速度(時速30キロ)以

上のスピードが出せます。 もし、このような

速度で歩行者 とぶつかれば、たいへんな事故

になります。

歩行者の通行を妨げる恐れがあるときは、

“強者の余裕"をも って、 必ず一時停止をし

ましょう O ベルを鳴らして、歩行者をけちら

して走る“自転車暴走族"のような走り方は

車色対ーにしないようにしてください O

※みんなで大村を美しく
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女手一つで40年、寡婦表彰 CXo 福祉センター)

田の巴を前に、女手一つで、戦後の混乱期から現在ま

で40年の長い間、子供を育てられだ56人に対し市長

から表彰状と金林ガ贈られましだ。表彰を受けだ人

は「今夜は、この金杯に夫が好きだ、った酒をついで¥

仏国にそなえますJと涙ながらに話されていましだ。

西大村地区コミュニティセンターがオーブン

5月18目、戸島市長らが出席して落成式ガ行われま

しだ。同センターは地域住民代表らで構成する運営

委員会による自主運営方式で¥各方面から注目をあ

びています。

ー.司ーーーーーーーーーーー ーーー ーー ー--------.ーーー ーーーーーー ーー ーーーー. 
お願い

このコーナーでは、皆さん

の身近な話題や行事などを掲

載して行きたいと思います。

情報を広報公聴課まで、お寄

せください。

おばあちゃん、お元気ですね C% 市内)

日本看護協会長崎県支部大村東彼地区支部の看

護婦さんが、「ナイチンゲール生誕祭」行事とし

て、ホーム/¥jレJ¥一派遣世帯の独居老人宅など

を訪問。座布団力パ をプレゼントし疋後、血

圧測定や家の清掃などを行いましだ。

五月晴れのもとで老人スポーツ大会(採 陸上「

競授場

約1900人ガ参加して開かれ、暗算競争や¥ロマ|

ンス旅行など楽しい競技、輔投げリレーなどの|

地区対抗競技に、気持ちのいい汗を流しましだo.

※子育て電話相談室 2③4070 (毎週火・金曜日、午前10時~午後 5時)
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梅
雨
が
近
づ
き
ま
し
た

? 

お

前
夜
か
ら
降
り
続
い
た
雨
が
す
で

に
3
0
0
ミ
リ
に
達
し
、
河
川
が
増

水
し
堤
防
決
壊
の
恐
れ
が
あ
ヲ
令
|
|。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
あ
な
た
は
ど
う

し
ま
す
か
。

大
村
市
消
防
団
で
は
、

5
月
四
日

玖
島
郷
の
内
田
川
に
架
か
る
草
場
石

橋
近
く
で
水
防
訓
練
を
実
施
、
訓
練

に
は
、
第
1
・
2
・
3
・

u
-Hの

各
分
団
か
ら
犯
人
が
参
ノ
加
。
強
い
雨

が
降
り
し
き
る
中
で
、
団
員
は
堤
防

H川 川11川川11山t“1

認&Jre@ω厄窃居申診す~@
1時間に20ミリ以上の雨がふればがけ崩れの恐れ

? ，柳11川州仰11州附11'ド"':'1け1"，: '~ : i 1川山11川川11

合⑧411 1 
⑧3883 

災害対策本部

い
ざ
と
い
う
と
き
の備

むおお市政だより(7) 

台
風
や
大
雨
に
よ
る
自
然
災
害
が
お

こ
り
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。

う
ち
は
絶
対
大
丈
夫
だ
と
か
、

今

年
は
も
う
心
配
い
ら
な
い
だ
ろ
う
な

ど
と
安
易
な
考
え
は
捨
て
、

も
う
一

度
、
周
り
を
確
か
め
、
日
頃
か
ら
防

災
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

が
け
崩
れ

の
上
で
、
積
み
土
俵
工
法
と
せ
き
板

工
法
を
行
い
、
本
番
き
な
が
ら
の
訓

練
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

長
崎
県
の
自
然
環
境
は
、

地
理
的

条
件
に
加
え
、
対
馬
暖
流
が
沿
岸
に

沿
っ
て
流
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
温
暖

多
雨
刑
去
苅
候
に
属
し
、
雨
が
多
く
、

暴
風
雨
の
通
過
圏
と
い
う
こ
と
で
、

大村市消防団水防訓練 (5月19日)

よふきなで地 と崩るが て た 割生の勾ミ Z
フだまく 、すが い れよせいり れし 斜 配 刀
なんす 地 雨 べ けえやうりた、目 て 箇が 日 i
こ か !。震 ばり 崩ますな出り水 がい 巳 30恒三
と ら 与でかと れ すいがし 、が 多 ま 多 度 ど 三
に次 γもり 同 は 。が け て上 流かすく以 は i
注 の ¥ 起 で じ 、 け は い部 れ つ O 発上

ん
な
災
害
が
起
き
る
か
を
知
る
何

よ
り
の
手
が
か
り
で
す
。
よ
そ
ご

と
と
は
思
わ
ず
注
意
を
払
い
対
策

を
考
え
ま
し
ょ
う
。

-
避
難
の
準
備
を
し
て
お
こ
う

信
綴
が
せ
ま
る
前
に
避
難
場
所
や

道
順
、
避
難
命
令
の
出
さ
れ
方
、

伝
達
の
方
法
を
警
察
や
消
防
団
に

確
か
め
、
家
族
や
町
内
会
、
地
域

の
人
た
ち
と
話
し
合
っ
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

-
危
険
が
せ
ま
っ
た
ら
す
ぐ
避
難
し

ょ
う

河
川
の
氾
ら
ん
、

崩
れ
、

高
潮
な
ど
は
必
ず
あ
っ

と

い
う
ま
に
起
こ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
油
断
や
家
財
道
具
へ
の
執

着
が
避
難
を
遅
ら
せ
、
大
事
を
招

い
た
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

信
阪
が
せ
ま
っ
た
ら
何
よ
り
も
早

目
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

①
避
難
す
る
時
の
持
ち
物
は
最
少
限

に
、
身
じ
た
く
は
身
軽
な
服
装
に

し
ま
し
ょ
う
。

②
危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
場
所
で
は
リ
ー
ダ
ー
の
指
揮

に
従
い
ま
し
ょ
う
。

山
崩
れ
、
が
け

意
し
て
い
れ
ば
、
予
防
で
き
ま
す

0

・
雨
水
な
ど
を
が
け
に
流
さ
な
い
よ

う
に
す
る

-
が
け
の
周
囲
の
水
路
を
掃
除
し
、

水
を
た
め
な
い

-
風
に
揺
れ
て
、
そ
の
根
が
地
盤
を

ゆ
る
め
る
よ
う
な
大
木
は
切
り
取

ヲ。
-
崩
れ
そ
う
な
土
の
か
た
ま
り
は
あ

ら
か
じ
め
取
り
除
く

-
崩
れ
そ
う
な
箇
所
は
柵
な
ど
で
補

強
す
る

-
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
覆
い
、
水
が
が

け
に
し
み
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る

大
雨
・
台
風

大
雨
や
台
風
な
ど
は
、
突
然
発
生

す
る
地
震
と
異
り
、
事
前
に
気
象
情

報
が
出
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
情
報
に

基
づ
き
、

防
災
対
策
を
進
め
る
時
間

的
な
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

-
水
害
の
恐
れ
が
あ
る
地
域
で
は、

付
近
の
河
川
に
つ
い
て
、
堤
防
の

高
さ
や
、
警
戒
水
位
な
ど
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

避

難

場

所

非
常
の
場
合
は
近
く
の
避
難
場

所
へ
避
難
し
て
下
さ
い
。

-
気
象
情
報
に
注
意
し
よ
う

災
害
か
ら
身
弁
L
寸
る
た
め
に
は
、

台
風
、
降
雨
な
ど
の
規
模
、
強
さ

を
知

っ
て
お
き
、
ど
ん
な
災
害
が

起
き
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
を
あ
ら

か
じ
め
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
は
ま
ず
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
な
ど
で
新
し
い
気
象
情
報
を

知
り
ま
し
ょ
う
。

次
に、

す
で
に
被
害
の
出
て
い
る

状
況
は
、
自
分
の
と
こ
ろ
で
も
ど

避 難場所
電 話 収容

避難場所
電 話 収容

避難場所
電 話 収容 |

番号 人員 番号 人員 番号 人員

ろ フ 字 校 2-2444 300 総合福祉センター 3-1351 日0 鈴田出張所 2-2023 250 

竹松 小 学 校 5-8224 日0 本 経 寺 3-5510 200 鈴田小 学 校 2-4322 300 

竹松出 張 所 5-8314 300 正 法 寺 2-2247 100 玖 島 中 学 校 3-3401 日0

萱 瀬 中 学 校 5-7004 日0 中地区住民センター 3-1376 300 市民 体育 館 3-1552 1，∞o 

萱 j頼小 学 校 5-7002 日0 西大 村 中 学 校 3-2360 日0 園
Z ーφφa

高 校 4-3121 日0

萱 j頼出 張 所 5-7001 200 中央小 学 校 3-2046 日0 大 ホf 高 校 2-2660 日0

福 重小 学 校 5-8524 日0 放虎原小 学 校 4-2815 日0 市 f生 所 3-4111 切0

郡 中 A子と. 校 5-8318 日0 工 業 高 校 2-3773 日0 大 村 小 学 校 3-7117 日0

福 重出 張 所 5-8614 250 西大村小 学 校 3-2670 日0 コミュニティセンター 4-3161 日0

松原小 学 校 5-8619 日0 西大村地 区 430 市 民 JZL Z 館 2-2739 1，∞o コミュニティセンター

松 原 出 張 所 5-8501 250 池田公 民 館 100 三 城 小 学 校 3-3234 日0

市 武 道 自官 2-4836 800 三 浦出張 所 2-6475 250 

大村市農協 会 館 3-6161 日0 三 浦小 学校 2-4318 300 

※各避難場所の責任者は、消防分団長、町務連絡員です。



(8) b むお

わす |中国残留日本人孤児の 1

2信号 己努80BA@
SE j ggO守す
孤 省 に お の 整 細国 に住日入国か

z i: 守会言 し:品薄手言受境警;完
2瓦 f害公在景品品企zη早話Z

おl川

け
入
れ
時
の
身
元
引
受
人
を
著
対
し

て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
県
老

人
援
護
課
(
宮
長
崎
⑫
1
1
1
1
)、

ま
た
は
、
市
福
祉
課
社
会
係
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

臼
畠
昌
司
直
の

受
講
生
を
募
集

対
象
十
中
内
に
住
ん
で
い
る

ω歳
以

上
の
人

開
催
日
時

毎
月
第
4
土
曜
日
、
午

後
1
時

ω分

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階

講
師
大
村
ゃ
ん
談
会
会
員

長
崎
県
情
緒
障
害
児
研
究
大
会
講
演
会

心
に
問
題
を
持
つ
子
の
指
導
と
実
際

・3
・
子
供
の
成
長
と
こ
と
ば
の
発
達
〉
・
3
E

・
e

・3
・

原
因
も
な
い
の
に
、
こ
と
ば
の
遅

れ
た
子
供
ゃ
う
ま
く
育
つ
て
な
い
子

供
が
増
え
て
き
つ
つ
あ
る
昨
今
、
こ

と
ば
の
発
達
と
心
の
成
長
、
親
の
か

か
わ
り
か
た
や
周
囲
の
人
た
ち
の
対

処
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
会

で
す
。な

お
、
質
問
の
時
間
も
あ
り
ま
す

の
で
、
日
頃
の
悩
み
や
疑
問
な
ど
、

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
O
開
会
行
事

1
午
後
1
時
日
分

O
講
演
会

l
午
後
1
時
却
分

場

所

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講

師

筑

波
大
学
教
授

小
林
重
雄
先
生

6
月
7
日
幽

題

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

(宮
③
1
3
5
2
)

特
別
給
付
金
国
庫
債
券

を
買
い
上
げ
ま
す

戦
没
者
遺
族
な
ど
の
、
第
叩
回
特

別
給
付
金
国
庫
債
券
の
買
い
上
げ
を

し
て
い
ま
す
。

買
い
上
げ
条
件

生
活
に
困

っ
て
い
る
人

対
象
債
券

第
叩
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
社
会
係

特

唐型
比重
温萎
泉会

ォヲ雪?
I ~垂ム

ケ芸
ン~

所

在

地

北
高
来
郡
森
山
町

収
容
人
員

印
人

入
所
資
格

お
お
む
ね
臼
歳
以
上
の

人
で
、
身
体
上
、
精
神
上
の
著
し

い
欠
陥
の
た
め
常
時
臥
床
し
て
い

る
人
。
ま
た
は
常
時
臥
床
し
て
い

な
い
が
、
食
事
、
排
便
な
ど
日
常

生
活
の
大
半
弁
他
の
介
助
に
た
よ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
。

※
入
所
な
ど
に
つ
い

て
詳
し
い
こ
と

は
、
保
護
課
厚
生
係
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い。

θ 

ffi] 
a 
留
守
政
④ 

城

A‘同色

ヴ-

校

一[11'宍汐河 Ewt似1:1帽竃附5
て話るり や 話加 わ
ρぷ;しよ 、、「も も まれ 」一一一世 ? 、ず時 1l，.._r込 ム }一 同同署.. Iie"'" 孟
ふ、う健 実 多よょた交 層重 γ 瞳

ら第 で全施くく く 、流 容も 全
治 4 す協す の や 、中が ~ふ.\t~
石 田 ねのる人つ競学深 一一 町内家族運動会成

」 趣 中 たて技生
三 運 旨 でち い 進ゃをで後 変 め 賞去 に 約延 競 会 1) 30青 生小幼 協

F盟 諸易手2震:El突事工会22;:訂 ZY代守主主号室 雲
し O ど 生 ま会各言 。1屑吋全り O 者ど 種、 4020校 ・玉 種 2 
i向人 て 深合 の の すも 町 終 も子員 ま O は で 団 老代 代 生中 入 宵 j
刀 はい ま い 世参 。行内 了 大たに す:人、 、体 人の ・・字 れは 〉

戸

‘マ

ー

三
城
小
校
区
健
全
協
は
、
市
内

中
心
部
に
位
置
す
る
校
区
で
、
児

童
生
徒
の
非
行
化
防
止
と
健
全
育

成
と
い
う
、
大
き
な
目
標
達
成
の

た
め
に
4
年
前
に
結
成
さ
れ
、
い

ろ
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、
校
区
内

2
5
0
0
世
帯
の
多
く
の
人
が
参

加
で
き
る
「
町
内
家
族
運
動
会
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

( 6 月 1 5 日 ②、 午後 1 時~ 3 時、 福祉センタ ー )※耳とことばの相談日



b 川

参
加
費

1
5
0
0
円
(
昏
一食

・
保

険
代
を
含
み
ま
す
)

持
っ
て
く
る
も
の

運
動
靴
、

着
が

え
(
服
装
は
、
ぬ
れ
で
も
い
い
も

の
で
参
加
し
て
く
、
左
さ
い
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

大
村
ヨ

ッ
ト
協
会
(
宮
②

2
4
8

4
笠
井
)

時
間

午
後
6
時
初
分
1
8
時
却
分

受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
別
)
実
費
)

講
座
紹
介

O
火
曜
日
茶
道
(
裏
千
家
)

定
員

l
m人

講
師

1
本
多
美
智
子
先
生

O
金
曜

日

絵

画

定
員

l
m人

講
師

1
安
井
大
先
生

申
込
期
限

6
月
日
日
目

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

午
後
l
時

1
9
時
ま
で
の
聞
に
勤

労
青
少
年
ホ
l
ム
へ
。

※
申
し
込
み
と
同
時
に
、
災
害
補
償

保
険

(
2
9
0
円
)
に
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。

J

俳句、短歌、川柳、詩、 随筆などを掲載した郷土

の文芸誌です。

料金 l冊600円

申し込み・問い合わせ先

教育委員会社会教育課

大村文芸第19集を発刊

弓

道

室

教

期
間

6
月
四
日
ω
1
8
月
お
日
也
、

毎
週
火

・
金
曜
日

時
間

年
後
7
時

1
9
時

場
所

市
営
弓
道
場
(
大
村
公
園
内
)

対
象
・
定
員

一
般
男
女
、
別
人

参
加
費

1
0
0
0
円
(
資
料
代
)

※
ほ
か
に
傷
宝
保
険
加
入
金
と
し

て
4
2
0
円
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限

6
月
日
日

ω

申
込
方
法

直
接
、
体
育
課
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。
電
話
、
ハ
ガ
キ
な

ど
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
。

明るい家庭 (毎月、第 3日曜日は家庭の日)

コE
z
-
-
-
7ィ

三

官
ン
タ
l
u

げい

宮
⑧

5
3
6
1
u

叩
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術

認

定

講

習

会

子
ど
も
会
や
P
T
A
な
ど
の
活
動

に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
開
催
し

ま
す
。

終
了
さ
れ
た
人
に
は
、
技
術
認
定

証
が
交
付
さ
れ
、
こ
の
認
定
証
が
あ

る
と
フ
ィ
ル
ム
、
映
宝
機
が
無
料
で

使
え
ま
す
。

日
程(第

1
回
)

6
月
打
日
開

・
同
日
例

(第
2
回
)

7
月
日
日
同
・
ロ
日
制

時
間

午
後
6
時
初
分

1
9
時
初
分

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

{
疋
員

1
回
に
つ
き
加
入

受
講
料

無
料

受
付

6
月
7
日
幽

1
ロ
日
附

申
込
方
法

電
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く、疋
さ

ぬ一鉱
鉱配
間
約
伊

ホ
ー
ム

宮
⑧

1
5
5
5

短
期
講
座
受
講
者
募
集

対

象

市

内
に
住
ん
で
い
る
人
ま
た

は
勤
め
て
い
る
人
で
却
歳
未
満

期
間

6
月
1
8
月
(
週
l
回
)

':J ぷ

. .If持

事今
を??
摺る !;
集gi 

出場団体 大村少年合唱団、中地区公民館 i
コーラス、西大村中学校コーラス部、 ! 
コスモスの会、大村混声合唱団、植松

カトリ ック教会聖歌隊、大村グリーン

コーラス、ぱあぷるエコース二 大村高

校コーラス部、カトレアコーラス

6月15日ω午後6時30分開演

市民会館入場料200円

宮③ 13 7 6) 

第5回

⑧⑩⑮⑧⑬⑮ 

※みんなでつくろう

太

極

拳

愛

好

会

む

練
習
日

毎
週
水

・
土
曜
日

時
間

午
後
7
時

1
9
時

場
所

水
曜
日

l
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
l
、
土
曜
日

1
武
道
館
2
階

対
象

一
般

会
費

月
8
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

直
接
練
習
場
ま
た
は
事
務
局
ヘ

(宮
②
2
9
3
9
田
方
、
午
後
5

時
以
降
)

お

問い合わせ先

音楽団体協議会

(中地区公民館内

お

ヨ

ト

教

室

日
時

6
月
9
日
側
、
午
前
日
時

※
雨
天
の
と
き
は
同
日
間

集
合
場
所

大
村
港
(
西
本
町
)

対
象

高
校
生
以
上

市政だより

ツ

時

所

(9) 

日

場
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(水戸信幸ちゃん ・坂口町)
み と の ぷゆき

小
・
中
学
生

手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

資

格

小

学
生
、
中
学
生

募
集
期
限

7
月
初
日
出

内
容

手
紙
文
(
和
一
文
)
で
4
0
0

字
詰
め
原
稿
用
紙
5
枚
以
内

公営住宅既存空家の

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

大
村
郵
便
局
郵
便
課

0
6
)
 

宮
②
2
0

警
察
官
制
採
用
試
験

資
格

昭
和
お
年
4
月
2
日
i
ぬ
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
男
子
で
4
年

制
大
山
子
乞
田
市
主
未
(
見
込
み
を
含
む
)

し
た
人

試
験

二

次
)

8
月
4
日
間

受
付

6
月
刊
日
刊
l
m
日
嗣

申
込
方
法

所
定
の
用
紙
(
大
村
警

察
署
に
あ
り
ま
す
)
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
村
警
察
署
(
告

③
3
1
2
6
)、
派
出
所
、
駐
在
所

種別 住宅名 戸数 間取り(畳 家賃(円 備考

t 小路 1 6・6 4.000 

弟

古 田I 6 . 3・6 5守 100

A吊且~ 盤 6・6 12‘000 母子向き

種
27.300 

中公 UJ 4 6・6・6
28.800 

第

i也 回 2 6・6・4 9.500 老車椅人子向向きき11 
手重

~司包さ 6@

敷金 入居時に家賃の 3か月分

受付 6 月 5 日 (水.) ~15 日 (士)

申し込み・問い合わせ先

建築課住宅係

※収入などに制限があります。

菖
蒲
祭
り

』
』

ruw 

大

A
-
E
 

旬

日
時

6
月
日
日
間
、
午
前
叩
時
受

付
開
始
、

Z
T投
句
締
切

投
句

3
句
(
当
日
、
菖
蒲
園
で
の

嘱
目
句
に
限
り
ま
す
)

投
句
場
所
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

参
加
料

1
人
1
0
0
0
円
(
当
日
、

い
た
だ
き
ま
す
)

自
衛
隊
中
央
音
楽
隊

漬

奏

A
9
2
 

日
時

6
月
ロ
日
制
、
午
後
6
時
初

分
1
8時
初
分

場

所

市

民
会
館

※
入
場
無
料
で
す
が
整
理
券
が
必
要

で
す
。
整
理
券
は
大
村
商
工
会
議

所
お
よ
び
大
村
部
隊
に
あ
り
ま
す
。

健

康

教

育

講

演

会

成
人
病
予
防
の
た
め
の
日
常
生
活

上
の
心
得
に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

期
日

6
月
日
日
制

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

講
演
会

時

間

午

後
1
時
却
分

演
題
老
人
の
健
康
に
つ
い
て

講
師
南
野
内
科
消
化
器
科
医
院

院

長

南

野

健

先

生

健
康
相
談

(
市
保
健
婦
)

時

間

午

後

3
時

iiAfiilifii E司iiJ11i?iiiiMiE i f議ム京語荏岩，、口士 宅寄 z字l皆本支?3~ 識 字女主方吉夫弓児暴笠返 t 
g愛 暴弔 ム非 家ジ 付 ムム 議嵩土 20よ譲'--../二戸同二 重繋三し 3
3好仕央 ・ 島 タ~東会 万乾 会放 諏 タ 祝 ー(タ y ~ 
3会 団 病末 郷 l 島 泉彼 へ 5諏円号へ送訪 l 崎 般四|動予
予 院長 ) へ器 の杵 預 万訪場設 二 へ郷 図 ノ へ it. ~ 
3エガ付理 正 接 里町 託 円一町備丁 f 書 郷 陸 予
3 ピラ 容 ん 町 へ? 了 -一目 亡 町 3
3 ネス高 院 ま 10亡 目亡式・ 父 5亡 予
も蘭拭等 万父予

j gZSありがとうとぎいました マ 社 マ { 

3 ¥ マママママママママ泉佐 会 本フ 3
~ .......... -\~ 容八泉赤の末 4 観泉山泉岩泉尼へ大里末の々 福 経ラ 3

i ~議Z HH門司U2E21i判団吋議77j
t 刀方文氏タ/↑¥ 年IJHE主主 戸令子二子♀己露護乙'7音 斐ナぞ E
~ ( _1 二、~ ¥ 面大卵内け子 同 10~洋(鰻(間愛ゴ(ラ東 会 し/ ~ 
~ ¥t隻ぞコ 措村 Zぎ並ム 1 左手 詰蚕号車づ寺三 三官去 三 長~ ~ 
~ ~笠重弘認藻 寺 T 符~~害毒 皐円主 3田切王 令箱 ιノ3 哲理官弁士》
予 知ーiiii

L空宇佐
4

供ほ利仕崎 の 町鉢ノ個県 郷 kq二 託 9C個 E
~ ~寸弘 のか組市里二木ほ桶泉)一了 個 3
3 一一ょ」二二一 家 ) ヘ丁町か|の泉目 3 
》 収 泉蘭旦)車里の) 3 
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